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やまなしで過ごす「山の日」親子登山教室

～　山梨の山岳を熟知する山梨県山岳連盟が、山梨の山の魅力や親子登山のノウハウ

教えます　～

時　 平成28 年８月25 日（木）、26 日（金）（１泊２日）

コ ース　 ８月25 日（木） ：　富士山五合目搦吊i ～･IS岫

ｊ ８月26 日（金）ｊ 青木ヶ原樹海～紅葉台

¨` ゛ 来 雨天の場合は、富士山世界遺産センターを見学する予定です。

定　　員　80 名　　県外在住の小学生と親（保護者）

※ 子どもさんだけの参加はできません。

参 加 料　大人15,000 円、子供12,000 円（宿泊費、バス代、保険料等含む）

集合場所　新宿駅西口（バス） 犬　　　　　　十

集合時間　午前8:30 集合、午前9:00 出発

宿泊施設　Ｓ士＆1;I（山梨県富士吉田市新里1400 番地）

申込期間　６月10 日（金） ～ ７月29 日（金）　※定員になり次第締切り

申込方法　富士の国やまなし観光ネヅト（いい旅やまなしナビ）にアクセスし申込み

又は電話による申込み

問合せ先　（公社）やまなし観光推進機構　親子登山教室係　TEL:055-231-2230

※ 併催事業として、（公財）山梨県緑化推進機構の主催により「森林ふれあいウォーク」

（８月26 日（金）実施）が開催されます。登山を通じて、山梨県内の親子との交流を

図ります。
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やまなしで過ごす「山の日」シンポジウム

テーマ ：「山梨が誇る山の魅力 再発見 ！」

～ 「小さな旅 」で全国を見てきた本県 出身 の元ＮＨＫアナウンサーと山梨 の山・自然に囲まれ

た住環境に魅かれ県外から移住してきた著名 人が、山梨の山と自然の魅力を語ります ～

日 時 ： 平成28 年8 月28 日（日）･13:00～16:30

会 場
・

参 山梨学院メモリアルホール(甲府市酒折2 －４－5)

出演者:　 国井 雅 比古 氏(フリーアナウンサー、ＮＰＯ 法人 日本トレッキング協会会長)
．り　　I,j　　　″　　　　　 イ　　　　　” ” ’

東 吉 氏 （ ア 外 ド ア ・エ ッ セ イ ス ト・ 大 阪 府 出 身 ）

泰広 氏 （登山家・山岳ガイド、第21 回ピオレドール賞等受賞）

主 催 ： やまなしで過ごす｢山の日｣実行委員会

S ⊆國

第一部　 講演会　　　･'

第二部　トークセッション(鼎 談)

展示ブースの設置

紅 左幽
定　　 員　500 名(事前申込)

参 加 料　無料

申込期間　7/1（金）～8/19 （金） ※定員になり次第締切り

申込方法　 ハガキ・ＦＡＸ・メール・ＨＰにて、

①氏名 、②年齢 、③お 住まいの市町村 、④連 絡先( 電話番号)をご記入 のうえ、

次の申込先へお 送りください。

※個人 情報は、厳正に管理し、第三者に情報の開示・情報の提 供をすることはありません。

申 込 み 先　 やまなしで過ご す｢ 山 の 日｣ 実 行 委員 会 事 務 局( 山梨 県 森 林 環 境 総 務 課 内)

〒400-8501 甲 府 市 丸 の 内1-6- １

ＴＥＬ:055-223-1634 FA χ : 055-223-1636 Email:s ｉｎｋａｎ-sｏｍ＠preflｙａｍａｎａshi．lg.jp



風情ある農村の四季のほか、賑やかで活気のある農村の暮らしや伝統の祭り、歓喜あふれる収穫の表情や農作業中の微笑ましい

家族団らんの情景など、魅力や輝きのある写真を奮ってご応募ください。

詳しい応募方法は裏面をご覧ください。　第10 回を 記 念した 展 示 会 を 開 催します 。

◆ 各賞と賞品 ◆

山 梨 県 知 事 賞 �1 点 �賞 金５万 円 十 副 賞

審 査 委 員 長 賞 �1 点 �賞 金４万 円 十 副 賞

農 政 部 長 賞 �1 点 �賞 金３万 円 十 副 賞

富　 士　 山　 賞 �1 点 �賞 金３万 円 十 副 賞

季　　 節　　 賞 �4 点 �賞 金２万 円 十 副 賞

入　　　　　 選 �１５点以内 �賞 金５千 円 十 副 賞

● 副 賞

今回の副賞は､｢美味しい甲斐開発プロジェ

クト｣による新たな加工品や県産農産物など

からお好きなものを選ぶことができます。<

副賞例〉

[蚕]∩ 瓦 匹 云Ｔ函)
http:// ｗ ｗｗ.pref.y ａｍａｎａshi.jp/ko ｕchi/inde ｘ.htｍl

季節賞は、入選作品の中から春夏秋冬

それぞれの季節感を最も良＜表現した

作品に授与します。

※小学生から中学生までの受賞者には

同額の図書券とします。

｢美 味し い 甲 斐開 発プ ロ ジ ェク ト｣

加工 品 開発 に多く の 実 績を 持つ 小泉 武

夫・東 京農業大学名誉教授を農 政アド バ

イザーとして実施しています。

スマートフォン等

モバイルはこちら

から→

後　 援（順不同）

㈱山梨放送

㈱テレビ山梨

㈱山梨日日新聞社

山梨県土地改良事業団ｲ本連合会

㈱山梨フジカラー

山梨県カメラ商組合

－１
　Ｓ

“霖 猫 ぱlS

＜お問い合わせ先・応募先＞

〒４００-８５０１

甲府 市丸 の内1- ６-1

山梨 県 農政 部耕 地 課内

写真コンクり レ事 務局

ＴＥＬ ０５５-２２３-1 ６２７

主催　山 梨 県
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やまなし農村風景写真コンクりﾚ

ｙ テ ー マ 活 気 に 満 ち あ ふ れ た 農 山 村

今回は、風情ある農村の四季のほか、賑やかで活気のある農村の暮

らしや伝統の祭り、歓喜あふれる収穫の表情や農作業中の微笑まし

い家族団らんの情景など、魅力や輝きのある写真を募集します。

知 応 募 作 品 の 規 定

カ ラ ープ リ ン ト 四 切( ２５４ｈｌｍＸ３０５ｍ ｍ) ま た は ワ イド 四 切

(２５４ｍｍＸ３６５ｍ ｍ)で 合成 処 理の 加工をしていな いも のに 限りま す 。

画像の加工・修瓢 だ作品は失格とします
鴫ｙ Ａ`

ｙ 応募資格

リト　　

グ

どなたでもご応募いただけます。ただし、暴力団関係者からの応募

はできません。後日発覚した場合は取り消します。

本人撮影の作品であっても、同じあるいは類似した写真を他のコン

クールや雑誌等への応募／投稿は出来ません。２重応募作品あるい

は類似した写真が確認された場合は、授賞を取り消します。

小学生から高校生までは、学校名・学年を必ず明記してください。

ｙ 応 募 先

山梨県農政部耕地課 までお送りください。

〒４００-８５０１

甲府市丸の内一丁目６番１号（山梨県庁本館６階）

お問い合わせ電話番号　０５５-２２３-１６２７

また、山梨県カメラ商組合加盟店（写真店）にお持ち
いただくこともできます。

ｙ 応 募 期 間

平成２８ 年８ 月３１日（水）まで

当日消印有効

ｙ 審　 査

白旗史朗氏（審査委員長）、山梨県農政部長ほか審査委員
による審査を行い、入賞作品を決定します。

ｙ 発　 表

平成２８年10 月に入賞者を発表します。
入賞者には、受賞決定通知を郵送するとともに、県ホーム
ページ、新聞紙上で発表します。

Ｉ 応 募 上 の 注 意

● 平成２５年９月1 日以降に山梨県内で撮影したものとします。

● 作品の 裏面に、このりーフレッドト部の応募票(コピ ー可)に必要事項を記入して貼付じてください。

● 被写体カり、物の場合、肖像権侵害等の責任は負いません。応募に際しては必ず本人(被写体)の承諾を得てください。

● 応募点数の制限はありませんが、入賞は原則1 人1 点とさせていただきます。

● 入賞作品の使用権は主催者側に帰属するものとします。また入賞作品については主催者の指定する日までに原版(ポジ、ネガ 、デ ータなど) を提出していただ

きます。(入賞候 補者へ個別にご連絡します。また、デジタルデータについて撮影日が不明の場合は再提出あるいは修整とみなす場合があります)

● 入賞作品は、山梨県 が作成する各種広報資料(ポスター、冊子等)やイベント等の展示に使用します。　　　　　　　　　 。

J-　` ｡　　11､｀'｡● 作品の返却を希望される方(入賞を除く)のうち、カメラ商組合から山梨フジカラー経由で着いた写真のみ山梨フジカり 一経由でカメラ商御合に返却します9，

それ以外の方で 郵便により返却を希望する場合は、返却先を記載し、必要分の切手を貼った返却用封筒に住所、宛名を記入して応募作品に同封じてください。

返却用封筒 ・切手力嘔l封されていないもの(山梨フジカラー経由によらないカメラ商組合への返却を含む)及び入賞作品については返却できかねます。

お送りいただいた個人情報は、写真コンクールの事務手続及び入賞作品の発表や印刷物等への使用時における作者表示に使用するものとし、そ れ以外の目的

に使用することはありません。

顕示朝 朗卿喋胆濃 鞭鱗灘欝鸚訟無 柵礦鴻巣と⑩

題　　　　名

撮　影　日 � 平成　　　　　年　　　　　月　　　　　日

撮 影 場 所 � 市･町･村　　　　　　　　　　地内

カメラの類種 � 機種名　　　　　　　　　　　　　　　フィルム・デジタル

ふ り が な

お　 名　前

職業または
学校名･学年

住　　　 所
�

－
Ｔ

電 話 番 号

返 却 希 望
返　 却　先

写真を撮っ
て体験

したこと、感じた
ことを記入してく
ださいo

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

題　　　　名

撮　 影　日 � 平成　　　　　年　　　　　月　　　　　日

撮 影 場 所 � 市･町･村　　　　　　　　　　地内

カメラの類種 � 機種名　　　　　　　　　　　　　　　　フィルム・デジタル

ふ り が な

お　 名　前

職業または
学校名･学年

住　　　 所
�

－
Ｔ

電 話 番 号

返 却 希 望
返　　却　 先

写真を撮っ
て体験

したこと、感じた
ことを記入してく
ださい。
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金国発酵食聶ｻﾐｯﾄ! ｎやまなし

開 催 日

開催概要
＜発酵文化の理解促進＞

○シンポジウムの開催

を －

「

－
－

ｊ

ご

、．

平成２８年11 月12 日(土)～13 日(日)

甲府駅北口よっちゃぱれ広場をメイン会場に

多彩な催しでおもてなしいたします。

小泉先生による講演会及び県内の若手醸造家によるパネルディスカッション

○学術展示に発酵食文化の発信

山梨大学等による研究・教育内容の情報発信、ワイン・日本酒ｾﾐﾅｰ の開催

甲府の発酵食文化フットパスの実施

○産地見学会　　　　 ’

発酵関係生産現場等の見学

＜物産展＞

○全国の発酵物産．JAやまなしの農畜産品、農産加工品、発酵レストラン 他

＜その他＞

○全国協議会総会、交流会
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甲府駅

★ 産地見学会（出発地）

★ 甲府の発酵食文化ﾌｯﾄﾊ’ス

・　ワインツーリズムとの連携

グリン パンクチャペ ル

★講演会

★パネルディスカッション

よっちゃぱれ広場 （物 産展）

★ 全国発酵食品エリア,（協議会）

★ 農畜産品エリア（ＪＡやまなしｸﾞﾙｰﾌ’゚）

★ 農産加工品エリア（やまなし美味しい

甲斐他）

★ グルメストリート（飲食）

y,ｆ力11, サ ーＵ ぷ

歴史公園（こうふくマルシェ）

★ こうふの魅力を発進する店舗

富士川悠々館

★全国協議会総会

・来場者駐車場

ハ ー
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